
がん検診の疑問・質問９ 小さな疑問や質問を通して、がん検診への
理解を深めよう！そんなコーナーです。

『ABC検診って何ですか？』
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がん検診編

胃
胃のバリウム検査の代わりや補助に血液検査を

導入するところが出てきています。どんな意味を

もつ検査なのでしょうか？

「リスク評価」です。

　胃がんの原因となるピロリ菌の感染①と、ピロ

リ菌の感染によって起こる萎縮性胃炎②を調べ、

胃がんのかかりやすさをＡ～Ｄ群に分類し、かか

りやすい人に精密検査を行うことで、胃がんの早

期発見・早期治療につなげようというのがＡＢＣ

検診と言われるものです。正式名称がなく、ＡＢ

Ｃ法、ＡＢＣ分類、胃がん（ハイ）リスク検診な

どと呼ばれています。これまでのがん検診と違っ

て、胃の病気を直接見つけるのではなく、かかり

やすさ（リスク）を評価するための検査です。①、

②ともに血液検査で実施できるため受けやすく、

リスクの高い人に確実に精密検査を実施するこ

とで、効率的にがんを早期発見していく方法とし

て注目されています。

Ａ群だと胃がんにならない？

　Ａ群からの胃がん発生はほぼゼロだと言われ

ていますが、ピロリ菌を除菌して数年すると、①

の血液検査が「陰性（－）」となってきます。萎

縮性胃炎もない場合、がんのリスクがほぼない

「Ａ群」となるのでしょうか。

　複数の調査で、胃がん患者さんの中にもＡ群に

分類される方が一定数いることがわかっていま

す。これは、過去のピロリ菌感染の影響ではない

かと考えられており、一度感染すると除菌によ

りリスクは減っても「ゼロ」にはならないようで

す。ピロリ菌は、自然に除菌されることもないと

は言えず、感染歴のない「本当のＡ群」の鑑別

が今の血液検査だけではできないため、今後もバ

リウムやカメラの検査を組み合わせた検診が必

要だと言われています。

「わたしの胃がん検診」とは

　ＡＢＣの分類により、毎年全員一律に検診をし

なくてもよいことは、様々な面でとても評価され

ています。しかし、リスクに応じて定期的な経過

観察（胃カメラ検査）を受けることがポイントで

す。「私の胃の状態はこうだから、胃カメラを、

何年毎に受けよう」・・・このようなことを把握

しておくことは、実際できるのでしょうか。

　また、これまでに①と②の検査を受けた人のう

ち、どれくらいの人が自分の結果を覚えているで

しょうか。普段の保健指導でお聞きしていると、

とても十分とは思えません。検診の案内や受診票

にこれらの情報を記載するなど、検診の仕組みを

整えることも不可欠になってくるでしょう。

　まだまだ方法の確立していないシステムです。

検査を受けられた方は、必ず結果を保管しておき

ましょう。
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「B 群」だから、３年に１回は
胃カメラをと言われたな。
あれ？前に胃カメラしたのは
いつやったかなぁ？


